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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

中国は、食品の主要輸出国になりつつあるが、食品産業の低生産性や食品安全性に関わる課題に

直面している。このため、中国の食品企業の競争力は先進国の水準には達していない。研究面では、

中国の製造業全体を対象とした輸出効果および輸出製品の品質に関する研究成果が一定程度蓄積さ

れているが、食品産業を対象とした研究は限定的である。また、中国における国家レベルの輸出規

制および食品規格が、食品輸出産業の生産性と製品品質の向上に寄与するか否かは重要な研究課題

の一つであるが、この分野の研究蓄積は不十分であるのが現状である。

このような問題意識に依拠して、本研究は中国における食品産業の生産性及び製品品質に影響を

与える要因を解明することを目的とし、輸出実績、企業の異質性、規制標準化に着目して、以下の

3 つのより具体的な研究目的を設定している。すなわち、第一に、食品企業の輸出実績が企業の全

要素生産性（以下、TFP）に与える影響を明らかにする。第二に、食品企業の異質性の観点から、

食品企業の輸出製品の品質（以下、製品品質）の特徴を解明することに加え、企業の異質性が製品

品質に及ぼす影響を明らかにする。第三に、中国国内の食品規制の標準化（以下、規制標準化）が

TFP と製品品質にどのような影響を及ぼすのかを明らかにする。これらの点を解明するため、本研

究 で は 、 Generalized propensity score matching 、 Regressing the fixed-effect models 、

Random-effect and fixed-effect models、Mediation model 等の計量経済学的手法を、中国政府統

計（Annual Survey of Industrial Enterprises および China Custom statistical data）に適用して

いる。

本研究の主要な結論を以下に示す。第一に、輸出強度は TFP に影響を及ぼすことを明らかにした。

具体的には、中国における食品輸出企業は非輸出企業よりも TFP が高いこと、換言すれば生産性パ

ラドックス（Productivity paradox）は存在しないことを明らかにした。また、食品企業の輸出強

度（企業の総売上高に占める輸出受渡価格の割合）が増加すると、TFP は、輸出強度が 0.3 までは

増加するが、その後 0.7 までは一旦低下し、その後再び上昇すること、換言すれば、輸出強度と TFP
の間には N 字型の関係があることを明らかにした。さらに、輸出実績が企業の TFP を向上させる

にはタイムラグがあり、時間の経過と共にこの効果は弱まること、また輸出実績が TFP に及ぼす影

響が最も顕著なのは飲料産業であることも明らかにした。

第二に、食品企業の異質性は、製品品質に影響を及ぼすことを明らかにした。具体的には、食品



製造企業、中国東部に位置する企業、民間企業、中小企業は、その他の企業と比較して、製品品質

が高い。製品品質に正の影響を及ぼす要因として TFP、輸出強度、貿易形態、FDI（海外直接投資）

があり、負の影響を及ぼす要因として資本強度がある。さらに、これらの指標が製品品質に及ぼす

影響は、企業の異質性によって異なる。 
 第三に、規制標準化は TFP と製品品質に影響を及ぼすことを明らかにした。具体的には、規制標

準化が 1%進むと TFP は平均で 3.70%向上するが、自主的な規制は TFP を 4.30%向上させる。こ

れに対して、強制力のある規制は統計的に有意ではない。規制標準化による TFP の向上効果は、食

品製造企業、非国営企業、一般的貿易形態企業において顕著である。また、規制標準化が 1%進む

と製品品質は 1.61％向上する。こうした効果には、TFP への影響を通じて最終的に製品品質の向上

に寄与する間接効果も含まれる。規制標準化は非国営企業の製品品質向上に影響を及ぼし、食品規

格は高所得国への輸出において、TFP への影響を通じて製品品質を向上させる効果がある。 
以上の計量経済学的分析結果にもとづいて、以下の政策提言を行っている。第一に、中国の食品

企業が国際貿易に参加し、貿易活動を通じて海外市場から知識と技術を蓄積することを推進するた

め、輸出を促進するための政策が求められる。第二に、中国政府は、西部に位置する企業、国営企

業、大企業に対して、製品品質を向上させるために、監督を強化すると同時に、税控除や輸出に係

るサポートなどの支援を提供する必要がある。第三に、中国政府は、自主的な規制を拡大するとと

もに、食品輸出業者が自主的に適切な基準を採用できるような体制を構築することで、強制力のあ

る規制が企業に及ぼす影響を緩和するべきである。 
 以上要するに、本研究は、近年世界的に著しく台頭している中国食品産業を対象とし、輸出実績、

企業の異質性、規制標準化が、食品輸出企業の生産性及び製品品質に影響を及ぼすことを解明した

ものである。さらに、分析結果を総合的に考察することで、農業食料産業バリューチェーンを構成

する食品産業のさらなる発展に寄与する知見が得られており、農業経営学の発展に寄与する価値あ

る業績であると評価される。 
 以上より、本論文を博士（農学）の学位に値すると認める。 
 


